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　大規模地震はいつどこで発生してもおかしくない状況です。大口町では大規模地

震に備えた住宅の耐震化を促進するために、木造住宅の耐震改修補助制度を設けて

います。詳細は各ホームページをご確認ください。

耐震化に関する補助制度

　無料耐震診断を受けた木造住宅の耐震改修工事をされる方に対し、改修工事費を

助成します。必ず事前にまちづくり推進課へお問い合わせください。（予定件数に達し

ている場合があります。）

　また、工事着工後の申請はできません。先着順で申し込み多数の場合は、次年度以

降の受付となりますのでご了承ください。

木造住宅耐震改修費補助金 https://www.
town.oguchi.lg.jp/5758.htm

　昭和56年5月31日以前に着工された旧基準木造住宅に対して、耐震改修の支援を

行っています。町が実施する「無料耐震診断」の判定値が1.0未満と診断された住宅に

ついて、木造住宅内に耐震シェルター又は防災ベッドを設置する場合、その設置費用の

一部を補助します。詳しくは、まちづくり推進課へお問い合わせください。

木造住宅耐震シェルター等設置費補助金 https://www.
town.oguchi.lg.jp/4738.htm

　平成31年度から、耐震性のない住宅を除却する方に対し、その費用の一部を補助す

ることによって、地震発生時における木造住宅の倒壊などによる災害を防止すること

を目的として、「木造住宅除却費補助金」を実施します。補助金の交付は1敷地について

1回限りとします。

　補助金を検討される方は、申請前にまちづくり推進課

へご相談ください。補助金の交付決定前に工事に着手し

た場合、補助金は交付されませんのでご注意ください。

木造住宅の除却費補助制度 https://www.
town.oguchi.lg.jp/5386.htm
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※本誌に関するお問い合わせは、大口町町民安全課までお問い合わせください。
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「平成30年7月豪雨による水害・土砂災害からの避難に関するワーキンググループ」のメッセージ
（平成30年12月　中央防災会議・防災対策実行会議より抜粋）

国民の皆さんへ～大事な命が失われる前に～

　自然災害は、決して他人ごとではありません。「あなた」や「あなたの家族」の命に関

わる問題です。

　気象現象は今後更に激甚化し、いつ、どこで災害が発生してもおかしくありません。

　行政が一人ひとりの状況に応じた避難情報を出すことは不可能です。自然の脅威が

間近に迫っているとき、行政が一人ひとりを助けに行くことはできません。

　行政は万能ではありません。皆さんの命を行政に委ねないでください。

　避難するかしないか、最後は「あなた」の判断です。皆さんの命は皆さん自身で守っ

てください。

　まだ大丈夫だろうと思って亡くなった方がいたかも知れません。河川の氾濫や土砂

災害が発生してからではもう手遅れです。「今、逃げなければ、自分や大事な人の命

が失われる」との意識を忘れないでください。

　命を失わないために、災害に関心を持ってください。

　あなたの家は洪水や土砂災害の危険性は全くないですか？

　危険が迫ってきたとき、どのような情報を利用し、どこへ、どうやって逃げますか？

　「あなた」一人ではありません。避難の呼びかけ、一人では避難が難しい方への援助な

ど、地域の皆さんで助け合いましょう。行政も、全力で、皆さんや地域をサポートします。

あなたや家族を守るため、
危険を感じたら、すぐ避難を！
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